
現場視点での

実効的対策
始
め
に

本
稿
は
２
０
２
２
年
■
月
末
の
如
見
に
基
づ
い
て
執
筆
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（以
下
¨
コ
ロ

ナ
）
が
発
生
し
て
丸
３
年
に
な
り
ま
す
。
男
時
点
で
の
感
染

者
数
は
２
５
０
０
万
人
以
上
、
死
者
は
５
万
人
で
日
露
戦
争

の
戦
死
者
５
　
６
万
人
に
達
す
る
勢
い
で
す
。
第
７
波
が
収

束
し
な
い
ま
ま
第
８
波
が
起
こ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

ツ
イ
ン
デ
ミ
ツ
ク
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
は
最
近
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
旧
統

一
教
会
問
題
の
形
に
隠
れ
て
か
す
ん
で
い
ま
す
が
、
連
日
死

者
が
三
桁
と
い
つ
の
は
異
常
事
態
で
す
。
「今
後
数
年
間
は
、

毎
年
１
万
人
前
後
の
死
者
が
出
る
」
と
の
予
測
も
あ
り
、
医

要
旨

¨
新
型
コ
ロ

Ｕ

Ｕ
Ｉ
Ｓ

Ｙ

Ｓ
」

を

開

発

し

、

２

０

２

２
年

初

め

か

ら

順

調

に

稼

動

し

好

評

を

得

て

い
ま

す

。

Ｄ

ｕ

Ｕ
Ｉ
Ｓ

Ｙ

ｓ

は

、

「
発

熟

外
来
」
担
当
医
が
感
染
者
を
邁
隔
で
継
続
的
に
追
跡
す
る
シ

ス
テ
ム
で
、
情
報
共
有
も
可
能
で
す
ｏ
無
料
で
導
入
で
き
、

い
態
勢
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

堂
垂
伸
治
〓
；
たれ内科髪
讚
長

コ
ロ
ナ
禍
で
平
均
寿
命
が
短
縮
し
て
い
る
―

図
１
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染
者
数
　
死
者
数
の
３
年
間

の
推
移
と
死
亡
率

（致
死
率
）
で
す
。
感
染
者
数
の
膨
大
な

増
加
に
伴
い
、
未
だ
に
年
間
３
万
人
以
上
の
死
者
が
出
て
い

ま
す
。
こ
の
人
数
は
、
現
在
の
交
通
事
故
死
者
数
の
１０
倍
以

上
で
す
。
死
亡
率
の
低
下
は
、
①
変
異
株
の
病
原
性
、
②
ワ

ク
チ
ン
効
果
、
③
案
団
免
疫
の
独
得
、
④
国
民
と
医
療
の
努

力
な
ど
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
が
、
３
年
間
平
均
の
死
亡
率

は
０
　
２
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
１０
倍
で

す
。第

７
波
で
は
２
０
２
２
年
８
月
に
全
国
で
最
大
２
０
０
万

人
近
く
の
自
宅
療
養
者
が
出
た
一
方
で
、
「
コ
ロ
ナ
自
宅
死

が
全
国
で
８
６
９
人
、
過
去
最
多
」
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

孤
独
死
も
１
　
５
倍
と
言
わ
れ
、
「
コ
ロ
ナ
関
連
死
」
も
合

め
る
と
超
過
死
亡
が
多
数
あ
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

実
際
、
２
０
２
１
年
の
平
均
寿
命
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

男
性
８．

夕
歳

（
マ
イ
ナ
ス
０

∞
歳
）、
女
性
８７

５７
歳

（
マ

イ
ナ
ス
０
　
１４
歳
）
と
、
東
日
本
大
震
災
以
来
１０
年
ぶ
り
に

短
縮
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
２
２
年
の
平
均
寿
命

私

た
「
Ｄ

も
減
少
す
る
の
は
確
実
で
す
。
コ
ロ
ナ
は
確
か
に
若
者
●
ワ

ク
チ
ン
接
種
者
で
は
重
症
は
少
な
い
で
す
が
、
若
缶
層
で
感

な
る
と

い
う

パ
タ
ー
ン

が
定
着
し
て
い
ま
す
。
昨
今
の
経
済
優
先
の

「
コ
ロ
ナ
は
軽

症
、
マ
ス
ク
も
不
要
」
と
で
ま^
ｍ
調
は
、
国
民
を
ミ
ス
リ
ー

ド
す
る
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
自
宅
死
の
報
道
の
際
、
「初
診
時
に
は
軽
症
者
と

報
告
さ
れ
て
い
た
」
と
の
弁
解
が
あ
り
ま
し
た
。
発
熟
外
来

を
受
診
さ
れ
る
方
は
当
然
、
従
歩
受
診
さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん

ど
で
、
そ
の
時
点
で

「要
入
院
」
と
診
断
す
る
の
は
無
理
で

す
。
つ
ま
り
発
熱
外
来
受
診
後
、
自
宅
療
養
扱
い
さ
れ
た
方

は
事
実
上
、
コ
日
宅
放
置
者
」
で
し
た
。
私
は
臨
床
医
と
し
て
、

Ⅲ
促
た
る
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

〓
く
工
ｍ
コ
あ
て
∽
の
問
題
点

国
が
行
っ
て
き
た
健
康
観
察
の
「〓
く
目
∪
″
∽
”
こ

に
は
、

多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
主
な
も
の
を
列

記
し
ま
す
。

①
感
染
者
の
情
報
収
集
や
入
力
件
茉
が
極
め
て
煩
雑
で
し
た
。

②
医
療
機
関
が

「健
康
観
察
」
画
面
に
ア
ク
セ
ス
し
づ
ら
い

町
医
者

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル

（Ｄ
Ｕ
Ｕ
‐
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）
で

コ
ロ
ナ
と
戦
う

＝
＝
田
＝
ヽ
“
＝
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上
に
、
「入
力
し
た
ら
患
者
さ
ん
は
手
を
離
れ
る
」
の
が
実

態
で
し
た
。

③
保
健
所
班
員
が

「観
察
」
し
て
も
、
ス
コ
ア
判
断
に
頼
る

だ
け
で
実
際
の
病
状
と
乖
離
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

④
保
健
所
で
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
も
含
め
て
マ
‘

目
∪
″
∽
К
∽

を
使
い
こ
な
す
能
力
が
欠
け
て
い
ま
し
た
。

ど
う
た
れ
内
科
診
療
所
の
立
ち
位
置

～
町
医
者
と
し
て
の
責
任

私
は
千
葉
県
松
戸
市
で
１
９
９
０
年
か
ら
９
年
間
、
病
院

に
勤
務
し
、
１
９
９
９
年
１
月
、
「自
分
な
り
の
医
療
を
実

践
し
た
い
」
と
考
え
、
近
際
に
内
科
診
療
所
を
開
業
し
ま
し

た
。
以
後
、
「か
か
り
つ
け
医
～
町
医
者
」
と
し
て
通
常
外

来
と
在
宅
医
療
を
行
い
、
訪
り
右
設
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
併
設

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で
３０
年
以
上
診
療
し
て
き
ま
し
た
の

で
、
多
数
の
慢
性
疾
患
の
思
者
さ
ん
と
常
時
Ю
人
以
上
の
在

宅
息
者
さ
ん
も
抱
え
、
毎
年
Ю
人
前
後
の
一有
嘔
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
主
治
医
意
見
普
は
１
１
０
０
人
以
上
記
載

要
な
患
者
さ
ん
が
多
数
い
ま
し
た
。

②
さ
ら
に
か
か
り
つ
け
の
患
者
さ
ん
で
風
邪
症
状
を
訴
え
た

方
で
、
「
」
れ
は
お
か
し
い
」
と
考
え
別
室
で
抗
原
検
査
を

行
い
、
コ
ロ
ナ
と
診
断
し
た
方
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。

③
コ
ロ
ナ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
検
査
機
関
に
体
頑
す
る
と
結

果
判
明
ま
で
丸
１
日
近
く
か
か
り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器

の
購
入
は
、
市
井
の
診
療
所
で
は
費
用
対
効
果
に
合
い
ま
せ

ん
。

①
感
染
症
専
門
医
の
講
演
を
聴
請
し
た
際
、
コ

般
臨
床
で

は
抗
原
検
査
で
十
分
」
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

⑤
丼
腔
か
ら
の
検
然
採
取
は
毎
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査

で
慣
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
は
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
で

隔
壁
を
作
り
、
問
診
　
抗
原
検
査
　
結
果
説
明
　
薬
剤
処
方

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｕ
Ｕ
ｌ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
開
発
経
緯
と
概
要

Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
は

「
コ
ロ
ナ
感
染
者
共
同
見
守
リ
シ
ス

テ
ム
」
で
あ
り
、
ｏ
８
Ｌ
Ｏ
「
９
日
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

融∞帥
卿
卿
卿
ｍ
。

轍加
脚
仰
脚
ｍ̈
ｍ
。

感

て

２

２

１

１

2021年     2022年2020年

軍労省H,より作成

図1 新型コロナ感染者数 死者数の年毎推移 (2020年～2022年 11月 30日)

し
て
い
ま
す
。
地
域
ケ

―
ム
に
も
関
わ
り
、
数
人
の
非
常
勤
医
師
の
助
け
を
受
け
て

は
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る

「
ｌ
馬
力
型
の
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
」
で
す
。

２
０
２
０
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
当
院

に
通
院
す
る
患
者
さ
ん
が
た
ま
た
ま
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
　
プ
リ

ン
セ
ス
号
に
乗
船
し
て
お
り
、
こ
の
疾
患
を
当
初
か
ら
身
近

に
感
じ
ま
し
た
。
以
来
、　
一
貫
し
て

「発
熱
患
者
さ
ん
も
断

ら
な
い
」
と
い
う
理
合
で
診
療
を
続
け
て
お
り
、
同
年
１１
月

か
ら
発
熱
外
来
を
開
き
、
ド
ラ
イ
プ
ス
ル
ー
外
来
も
徘
用
し

て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
検
査
は
抗
原
検
査
で
対
応

当
院
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
検
査
は
専
ら
抗
原
検
査
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
外
来
に
は
当
然
な
が
ら
、　
一
般
の
発
無
や
呼
吸
書
の
息
者

さ
ん
も
混
在
し
て
受
診
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
抗
原
検
査
を

行
え
ば
に
は
数
分
で
結
果
が
判
明
し
、
迅
速
な
対
応
が
で
き

ま
す
。
実
際
、
コ
ロ
ナ
陰
性
者
の
中
に
は
、
緊
急
対
応
が
必

つ
け
医
が
息
者
さ
ん
に
責
任
を
持
つ
」、
し
か
も

「労
力
対

効
果
が
高
い
」
こ
と
を
目
詣
し
ま
し
た
。
「技
術
経
営
士

の
会
」
の
ｌ
Ｃ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
々
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
や

ル

で

す

。

「か
か
り

こ
の
会
は
日
本
の
基

幹
産
業
で
技
術
者
兼
経
営
陣
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
々
の
集

ま
り
で
す
。

Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
は
第
５
波
の
後
半
、
２
０
２
１
年
末
に

原
型
が
完
成
し
、
第
６
波
が
始
ま

っ
た
２
０
２
２
年
１
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
年
ｎ
月
下
旬
か
ら
は
、
ツ
イ

ン
デ
ミ
ツ
ク
に
対
応
し
た

「
パ
ー
ジ
ョ
ン
２
　
５
」
に
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
様
で
は
、
患
者
さ
ん
を
、
か
コ
ロ

ナ
、
Ｄ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、　
Ｃ，
コ
ロ
ナ
か
つ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
０
そ
の
他
、
の
４
種
類
に
区
分
け
し
て
い
ま
す
。
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Ｄ
Ｕ
Ｕ
‥
Ｓ
Ｙ
Ｓ
バ

ー
ジ

ョ
ン
２

５

の
紹
介

前
述
の
よ
つヽ
に
、
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
は
最
近
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
汎
用
さ
れ
て
い
る
ｏ
８
”
●
●
９
ヨ
を
転
用
　
機

能
追
加
さ
せ
た
も
の
で
す
。
同
シ
ス
テ
ム
の
全
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
る

「共
有
作
業
」
で
シ
ス

テ
ム
移
送
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ご
辿
格
を
頂
け
れ

ば
、
シ
ス
テ
ム
導
入
を
希
望
さ
れ
る
医
療
機
関
に
無
料
か
つ

遠
隔
で
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｄ

Ｕ

Ｕ

Ｉ
Ｓ

Ｙ

Ｓ

パ

ー

ジ

ョ

ン

２

　

５

の

概

要

を

、

以

下

に
順
を
追

っ
て
説
明
し
ま
す
。

①
使
用
の
際
に
は
、ま
ず
０
）£
″
∪
【̈
篇

「
マ
イ
ド
ラ
イ
ブ
」

か
ら
共
有
ア
イ
テ
ム
を
開
き
、
共
有
ア
イ
テ
ム
の
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ

Ｓ

Ｙ

Ｓ

を

選

択

し

ま

す

。

Ｄ

Ｕ

Ｕ

，
Ｓ

Ｙ

Ｓ

は

５

枚

の

フ

ァ

イ

ル
か

ら

で
き

て

い
ま

す

。

②
図
２
は
、
Ｄ
Ｕ
Ｕ
‐
Ｓ
Ｙ
Ｓ
登
録
依
頼
の
用
紙
で
す
。
こ

―
ル
送
信
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
対
応
し
た
４
項
目
の
い
ず

れ
か
を
選
択
し
ま
す
。
そ
し
て
Ｏ
Ｋ
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す

れ
ば
、
チ
エ
ツ
ク
を
入
れ
た
各
患
者
さ
ん
に
④
の
１
か
ら
市

の
４
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
一
斉
配
信
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の

送
信
文
は
内
容
を
編
集
　
加
工
も
可
能
で
す
。

０
図
４
は
患
者
さ
ん
の
病
状
を
問
う

「質
問
票
」
（の
一
部
）

で
す
。
観
察
期
間
中
、
基
本
的
に
毎
朝
配
信
し
息
者
さ
ん
に

入
力
　
送
信
し
て
も
ら
い
ま
す
。

０
質
問
票
の
回
答
結
果
は
、
や
は
り
自
動
的
に
ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト

（図
５
）
に
一
覧
で
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

息
者
さ
ん
の
体
温
、
症
状
、
重
い
症
状
、
酸
素
飽
和
度
や
訴

え
が
ひ
と
日
で
わ
か
る
た
め
、
迅
速
な
病
状
把
握
が
可
能
で

し
た
時
間
は
１５
分
以
内
と
少
な
い
労
力
で
済
み
ま
し
た
。
ス

プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
は
∪
お
Ｑ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
の

で
、
個
別
表
示
や
統
計
処
理
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
よ
つヽ
に
、
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
ｙ
Ｓ
に
よ
り
、
病
状
を
日
々

的
確
に
把
握
じ
忠
者
さ
ん
の
不
安
感
に
対
処
で
き
、
か
つ
ト

リ
ア
ー
ジ
が
可
能
で
す
。
な
お
、
通
常
は
１
日
に
１
０
０
回

ま
で
、
最
大
で
は
５
０
０
回
ま
で
配
信
可
能
で
す
。

Ｄ

Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ

Ｙ
Ｓ

の
実
績

図
６
は
、
２
０
２
２
年
の
当
院
発
熱
外
来

（第
６
波
の
始

め
か
ら
２
月
３
日
ま
で
）
の
実
績
で
す
。
検
益
総
数
は
１
３

１
６
件
、
う
ち
陽
性
者
は
８
３
５
人
、
全
期
間
の

（み
な
し

陽
性
を
含
む
）
陽
性
率
は
“
％
で
し
た
。
な
お
、
陽
性
者
の

う
ち
６
７
６
人
、

８‐
％
の
方
が
Ｄ
Ｕ
Ｕ
‐
Ｓ
Ｙ
Ｓ
に
登
録
し

の
用
紙
は
、
対
面
で

後
、
患
者
さ
ん
に
渡
し
ま
す
。
そ
の
後
、
１
¨
患
者
さ
ん
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
も
ら
う
、
ま
た
は
ｉ
¨
自
宅
か

ら
当
院
宛
て
に
メ
ー
ル
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
で
忠
者
さ

ん
と
診
療
所
が
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
た
ス
マ
ホ
に
は
、
「患
者
情
報

登
録
画
面
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
記
入
し
送
信
し
て

も

ら

う

と

、

Ｄ

Ｕ

Ｕ

Ｉ
Ｓ

Ｙ

Ｓ

の

「
メ

ー

ル

配

信

シ

ス

テ

ム

」

（回
３
）
に
自
動
的
に
登
録
　
表
示
さ
れ
ま
す
。

①
図
３
は
、
登
録
さ
れ
た
恵
者
さ
ん
の
名
前
　
ア
ド
レ
ス
な

ど
の
一
覧
表
で
　
こ
の
左
側
の
□
欄
４
列
に
チ
ェ
ツ
ク
を
入

れ
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
１
一
質
問
票
送
信
、
１
¨
療

養
継
続
送
信
、
血
¨
心
配
な
の
で
後
で
電
話
連
絡
す
る
旨
の

送
信
、
●
¨
観
察
期
間
終
了
の
Ⅸ
信
、
で
す
、
こ
の
送
信
趣

旨
に
合
わ
せ
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
ま
す
。

⑤
次
に
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
画
面
の
右
上
段
に
あ
る

「
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の
場
合
は
、

そ
の
程
度
に
応
じ

う
に
工
夫
し
て
お
り
、
「重
い
症
状
」
と

「訴
え
」
も
赤
地

に
し
て
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
で
の

ル
ー
テ
ィ
ン

・
ワ
ー
ク
は
簡
単

続
い
て
、
実
際
に
当
院
で
行
っ
て
い
る
Ｄ
Ｕ
Ｕ
，
Ｓ
Ｙ
Ｓ

の
日
々
の
作
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
ｔ

①
毎
朝

（時
に
夕
方
も
）、
ま
ず
、
図
５
に
示
し
た
画
面
を

見
て
前
自
分

（だ
け
）
の
回
答
を
選
択
、
各
忠
者
さ
ん
の
病

状
を
肥
握
し
印
刷
し
ま
す
。

②
そ
の
後
、
図
３
に
示
し
た
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
を
開
き
、

印
刷
物
を
見
な
が
ら
回
答
者
の
病
状
を
再
確
認
し
ま
す
。
そ

し
て
、
４
項
目
の
う
ち
の
ｕ
～
市
を
選
択
し
送
信
し
ま
ｔ

き
ま
し
た
が
、
最
近
は
陽
性
率
が
上
が
っ
て
お
り
、
今
後
の

当
地
で
の
流
行
拡
大
が
示
唆
さ
れ
ま
ｔ

２
０
２
２
年
４
月
に
行
っ
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

９
割
が

「
Ｄ
Ｕ
Ｕ
‐
Ｓ
Ｙ
Ｓ
は
役
に
立
っ
た
」
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
他
方
、
保
健
所
の
く
く
口
“
”
あ
К
∽
に
は
７
割
が

不
満
を
感
じ
、
「満
足
」
は
２５
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

不
満
を
感
じ
た
方
か
ら
は
、
「入
力
項
目
が
多
く
辛
か
っ
た
」、

「た
だ
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
だ
け
」、
「
公
の
シ
ス
テ
ム

が
こ
の
程
度
か
」
と
改
め
て
国
力
の
低
下
を
感
じ
た
」
な
ど

の
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
特
徴
と
利
点

現
在
、
コ
ロ
ナ
患
者
へ
の

「オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
診
か
ら
動
画
通
話
で

や
り
取
り
す
る
診
祭
は
、
原
雑
で
時
間
も
費
用
も
か
か
る
上
、　

，

一
般
医
家
に
は
ハ
ー
ド

信
し
ま
ｔ

当
院
で
は
多
い
時
に
は
１
日
に
２０
人
く
ら
い
、
１
週
間
に

１
２
０
人
以
上
の
新
規
陽
性
者
が
出
ま
し
た
。
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ

Ｙ
Ｓ
の
日
々
の
作
業
は
単
純
作
業
の
繰
り
返
し
で
、
毎
朝
要

図5 晟者さんからの回答一覧回回

ク
し
全
員
に
一
斉
配

患者さんの病状を問う「質問剰

％

¨

¨

¨

¨

¨

¨

て

い
ま
す
。
当
院
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o 患者安全に資するICT有効活用の具体策

ル

が

高

い

も

の

で

す

一

そ

の

点

、

Ｄ

Ｕ

Ｕ

‐
Ｓ

Ｙ

Ｓ

は

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
自
宅
療
養
者
に
医
療
的
観
点
か
ら
継

続
的
フ
オ
ロ
ー
を
行
う
シ
ス
テ
ム

，
で
す
の
で
、　
一
旦
医
療

機
関
に
シ
ス
テ
ム
を

（無
料
で
）
導
入
す
れ
ば
、
病
駅
把
握

に
十
分
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

臨
床
能
力
を
有
し
た
多
忙
な
医
療
機
関
が
使
い
や
す
い
よ

う
に
、
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
で
は
息
者
さ
ん
へ
の
質
問
を
必
要

十
分
な
項
目
に
絞
つ
て
い
ま
す
ｏ
連
絡
対
象
ツ
ー
ル
は
ス
マ

ホ

ま^
た
は
Ｐ
Ｃ
）
と
し
ま
し
た
。
今
や
る
歳
以
下
の
ほ
と

ん
ど
の
方
は
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ス
マ
ホ
等

を
使
い
こ
な
せ
な
い
方
や
超
高
齢
者
の
場
合
は
、
家
族
に
回

答
し
て
も
ら
う
か
あ
る
い
は
電
話
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
症
状
が
心
配
な
方
に
も
電
話
連
絡
で
対
応
し
ま
す
。

Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
情
報
は
、
病
院
な
ど
他
の
医
療
機
関

や
施
設
と
も
共
有
で
き
、
地
域
連
携
の
形
で
患
者
さ
ん
を
省

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
高
齢
者
施
設
で
の
感
染

が
多
数
起
き
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｕ
Ｕ
‐
Ｓ
Ｙ
Ｓ
は
同
施
設
の

発
熟
外
来
を
担
う
医
療
機
関
は
、
単
な
る
検
査
セ
ン
タ
ー

配
置
医
や
在
宅
医
と
高
齢
者
施
設
の
間
で
情
報
共
有
す
る
ツ

―
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
得
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｕ
Ｕ
，
Ｓ

Ｙ
Ｓ
は
複
数
台
の
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
関
覧
や
配
信
が
可

能
で
す
の
で
、
診
療
所
以
外
か
ら
で
も
忠
者
さ
ん
の
管
理
が

可
能
で
す
。

実
際
の
Ｄ
Ｕ
Ｕ
‐
Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
運
用
は
、
診
断
時
に
息
者
さ

で
は
な
い
は
ず
で
■

臨
床
医
は
、
「本
来
業
務
を
遂
行
す
る
」、

「患
者
さ
ん
か
ら
の
付
託
に
応
え
る
」、
「地
域
住
民
を
す
る
」

祝
点
と
熱
意
で
息
者
さ
ん
を
診
る
べ
き
で
す
。
判
明
し
た
陽

性
者
を
そ
の
後
も
責
任
を
持
ち
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の

際

に

Ｄ

Ｕ

Ｕ

Ｉ
Ｓ

Ｙ

Ｓ

は

極

め

て

有

効

な

Ｉ

Ｃ

Ｔ

ツ

ー

ル

と
な
り
得
ま
す
。

注

¨
本
稿
は

の
会
報

２

加
”
し
て
い
ま
す
。

Ｘ

　

　

　

　

　

※

堂
垂
伸
治

（ど
う
た
れ
　
し
ん
じ
）
●
４８
年
富
山
県
生
ま
れ
。

“
午
東
京
大
学
理
科
１
類
入
学
、

７５
年
東
京
大
学
工
学
部
航
空

学
科
卒
　
四
年
千
葉
大
学
医
学
部
入
学
、

８５
年
同
医
学
部
卒
。

同
年
千
葉
大
学
第
３
内
科

循^
環
器
内
科
）
入
局
、
∞
年
千
葉

西
総
合
病
院
、

９９
年
ど
う
た
れ
内
科
診
殊
所
。

ん
と
の
対
一面
診
療
か
ら
開
始
さ
れ
ま
ｔ

し
た
が
っ
て
息
者

さ
ん
と

一
定
の
信
頼
関
係
が
築
け
る
こ
と
か
ら
、
参
加
率
は

８
割
と
高
率
で
し
た
。

一
般
に
発
無
や
咽
頭
痛
　
咳
嗽
な
ど
が
数
日
間
続
く
と
、

医
師
が
考
え
て
い
る
以
上
に
患
者
さ
ん
の
不
安
感
が
強
く
な

り
ま
す
。
Ｄ
Ｕ
Ｕ
‐
Ｓ
Ｙ
Ｓ
は
そ
の
不
安
感
に
対
応
で
き
、

結
果
、
「無
用
な
救
急
受
診
」
を
減
ら
せ
ま
す
。　
一
方
で
、

Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
に
よ
り
医
師
側
が

「
コ
ロ
ナ
の
病
状
を
学

習
で
き
る
」
と
い
う
副
次
効
果
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
回
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
の
連
携
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
持
っ
た
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
と
の
協
働
作
業
は
、
今
後
の
医
療

の

「あ
る
べ
き
姿
」
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

実
は
、
Ｄ
Ｕ
Ｕ
‐
Ｓ
Ｙ
Ｓ
は
他
の
利
用
法
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
前
述
の
よ
う
に
、
質
問
内
容
を
容
易
に
変
更
　
作

成
で
き
、
い
文
８
表̈
示
に
ダ
ウ
ン
ロ
，
ド
も
で
き
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
「在
宅
患
者
さ
ん
末
期
の
見
守
り
」、
「抗
が
ん

剤
治
療
中
の
患
者
さ
ん
の
病
状
犯
握
」
な
ど
の
遠
隔
健
康
管

理
に
活
用
可
能
で
す
。
私
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
１３
年
間
行
っ

て
き
た

「１
人
暮
ら
し
あ
ん
じ
ん
電
話
こ
で
の
利
用
を
老
マ
え

て
い
ま
す
。

本
稿
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
「自
ら
の
業
務
に
活
用
で
き

な
い
か
」、
「
閃
心
事
に
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
を
使
え
な
い
か
」

と
考
え
ら
れ
た
先
生
方
は
、
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
一
考
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
当
院
Ｈ
Ｐ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
紹
介
し

て
い
ま
す
。
導
入
ご
希
望
の
方
は
、
当
院
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い

８^
Ｌ
は
い
０
”ｏ
■
８
８
８
●
こ
も
）。
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